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《重点項目：生徒に対する取組項目》 （評価）A：目標を十分に達成　　B：目標を概ね達成　　C：やや不十分　　D：不十分

《チーム学校：教職員が取り組む項目》

産業教育
の充実

○生徒の資質・能力の育成
○教員の指導力向上
○関係機関との連携
○専門高校（学科）の魅力化

①専門資格試験の合格率
（65％以上）        　　　　　　　　　　　※R２年度６１％
②ICTを積極的に活用する専門教員の割合
（100%）                                       ※R２年度７０％

○専門性の高い検定試験対策補習
○外部講師の招へい
○小中学校出前教室の実施
○専門教科における地域課題解決の探究
○情報機器を活用した公開授業の実施

学校番号 6 　　　　　　　　　　　　高知県立安芸桜ケ丘高等学校　 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】 　評価

【社会性の育成】 　評価

年度末評価　【C】

社
会
性
の
育
成

○コミュニケーション能力
　（かかわる力）
○キャリアデザイン能力
　（やりぬく力）

①相手の気持ちを考えながら、自分の考えや気持ちを分
かりやすく相手に伝えることができる生徒の割合
（アンケート肯定回答７５％以上）　　　　※R２年度５１％
②将来の夢や目標を持っている生徒の割合
（アンケート肯定回答７５％以上）　　　　※R2年度６４％
③皆勤・精勤者の割合
（４０％以上）　 　　　　　　　　　　　　　　　※R2年度４０％

〇オリエンテーションの実施
〇交通マナー講習会の実施
〇挨拶運動の実施
〇学校行事（遠足・文化祭他）
〇キャリアノートの活用
〇職場体験学習（インターンシップ他）
〇企業・学校見学
〇地域協働型学習

【チーム学校】 　評価

育成を目指す資質・能
力【P】

現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】
中間評価後の取組内容

【P・D】

生
徒
像

目
指
す
べ
き
姿

目指す
べき姿
を実現
するた
めの取
組等

①様々な機会を活用し、将来への夢を持たせるとともに、それを明確
な目標へと変換させ、実現に必要な知識やスキルを習得させる
②基礎学力の重要性を理解させ、主体的に学ぶ意欲と態度を育てる
③専門科目の実践の場を校内外に求め、実践をとおした専門教育に
より、高い専門性とともに、しっかりとした職業観・勤労観を身に付ける
④校内外での様々な活動をとおして、社会性や協調性を身に付けると
ともにコミュニケーション能力の向上をはかる
⑤地域貢献活動等をとおして、郷土に対する自信と誇りを持たせるとと
もに、これを自己有用感や自己肯定感につなげる
⑥チーム学校として各学科、校務分掌、学年団で、きめ細やかな情報
共有と連携を図り、学校経営計画を常に意識し共有する

①生徒の未来への夢をはぐくむとともに、夢の実現を支援する学校
②基礎学力とともに工業・商業の専門力をしっかり身に付ける学校
③地域や社会を支え、その発展に寄与する人材を育成する学校
④地域に根差し地域の課題を共有し、地域とともに歩むことができる学校
⑤高い防災意識を持つとともに、安全で安心して学べる学校
⑥チーム学校として、教職員が結束して課題解決に取り組む学校

①自らの将来をしっかりと見据え、自己実現に向けて邁進する生徒
②将来のスペシャリストを目指し、意欲をもって工業・商業の専門を学ぶ生徒
③校内外での様々な活動をとおして、社会性や協調性を身に付けた生徒
④郷土に対する自信と誇りを持ち、地域や日本の未来を切り拓く高い志を持った
生徒
⑤高い自己肯定感とともに、他者を思いやる心豊かな生徒

学
校
像

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子
どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来
を切り拓く人材

取組の
方向性

①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に
応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携・協働

見直しのポイント　【A】

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】
中間評価後の取組内容

【P・D】
年度末評価　【C】 見直しのポイント　【A】

学
力
の
向
上

○基礎的・基本的な知識及び技
能
○思考力、判断力、表現力等
○主体的に学習に取り組む態度
（学習習慣を含む）

①授業が理解できている生徒の割合
　（アンケート肯定回答８０％以上）　　　※R２年度6１％
②家庭学習実施生徒の割合
　（アンケート肯定回答８５％以上）　　　※R２年度８３％
③学力定着把握検査におけるD3層の割合
　（英数国総合で１０％以内）
　※R２年度　３年３６．７％　２年２１．１％　１年１３．６％

〇校内学習塾「桜塾」への参加生徒の拡充
〇専門資格取得への取組の推進
〇学習支援事業の活用
〇宿題・週末課題等による授業外学習時間の確保
〇課題探究及び課題解決能力を育成
〇欠席が多い生徒へのカウンセリング

授業改善

○主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善の取組
を通した、創意工夫を生かした
特色ある教育活動の展開

①授業では、学習のねらいが示されている
（アンケート肯定回答９０％以上）　　　　※R２年度８６％
②授業では学習活動を自ら振り返る場面を設定している
（アンケート肯定回答８０％以上）　　　　※R２年度６１％
③授業では、自ら考えまとめたり発表したりする機会がある
（アンケート肯定回答８０％以上）　　　※R2年度７３％

〇管理職による授業の参観（不定期）
〇公開授業の実施（年２回）
〇授業改善のためのＩＣＴ活用公開授業等の実施

学校の
振興

○基礎学力の定着と進路保障
○東部地域の活性化への寄与
と学校の魅力化

①３年生３月末時点の進路決定率
（１００％）　　　　　　　　　　　　※Ｒ２年度100％
②各種競技会・コンペ等への参加、地域活性化活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※Ｒ２年度　実績あり
③入学者数
（充足率各科５０％以上）　　※Ｒ２年度　Ａ日程３１．７％
④中学校教員向け説明会の実施
（３校以上）　　　　　　　　　　 ※R２年度　実施なし

○校内学習塾における学習支援員の活用

○学校の強みや学科改編後の新たな学校の魅力を
学校訪問やＨＰ公開により情報発信
○行政・民間企業と連携した学校PR
○ボランティア活動の推進

働き方
改革

○教員が日々の生活の質や教
職人生を豊かにすることによる効
果的な教育活動の実践

①教職員一人ひとりが協力し合って、学校運営にあたる
（アンケート肯定回答８０％以上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※Ｒ２年度７４％
②時間外勤務時間
（８０時間／月超に該当する教職員数０名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※Ｒ２年度０件
③ハラスメント発生件数
（０件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　※Ｒ２年度０件

〇業務記録票による勤務時間の確認
○管理職による個別面談、勤務時間外状況確認
〇ゼロ残業日（週1日）の設定

生徒理解
生徒支援

○多様な生徒へのきめ細かな支
援を実現するため、全教職員が
一致した認識の下で対処できる
体制づくりと、いじめの未然防止

①生徒サポート体制は適切に機能している
（アンケート肯定回答８０％以上）　※Ｒ２年度７３％
②本校の生徒指導は適切に行われている
（アンケート肯定回答８０％以上）　※Ｒ２年度８０％
③悩みやなど気軽に先生に相談できる
（アンケート肯定回答８０％以上）　※Ｒ２年度５２％

〇生徒支援に関する校内研修の実施
　（年３回）
〇定例生徒支援委員会の実施
　（年７回）

☑４月５日提出 □１０月１５日提出 □３月１５日提出
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